
令和 5（2023）年度 ASPUnivNet自己評価シート 

 

大学名：愛知教育大学 

ASPUnivNetの 

4つの機能他 
評価項目 事例記述 

1. 学校のユネスコスク

ール加盟を支援しま

す（加盟に関する相談

も含む） 

① ユネスコスクール加盟を希望する地域の

学校から相談があったときにそれに応じ

ることができた。 

 

ユネスコスクール加盟希望の学校からの相談について、個別に対応した。（オルタナティブスク

ール惟の森） 

② ユネスコスクール・チャレンジ期間実施

校に対する相談に応じることができた。 

 

西尾市立福地南部小学校からの相談に対応した。 

③ 地域の加盟済のユネスコスクールに向け

てESD/SDGsをリードする学校としての

「質の向上」にかかわる支援を行うこと

ができた。 

愛知県ユネスコスクール指導者研修会を開催し、県内外の ESD/SDGs を実践する学校の事例紹

介を行うと同時に、最新の情報提供を含む講師による講演を行っている。 

愛知県教育委員会が主催するユネスコスクール支援会議に参加し、愛知県における ESD/SDGs

の活動支援協力や推進を行っている。 

愛知県教育委員会と連携し、ユネスコスクール支援事業に積極的に協力を行っている。 

2. 大学の持つ知的財産

をユネスコスクール

の活動に提供します 

① 大学の資源を活用して、地域のユネスコ

スクールに向けた支援（資料提供やコー

ディネート、出前授業やワークショップ

など）を行うことができた。 

愛知県ユネスコスクール支援会議において、資料提供や情報提供を実施している。 

愛知県のユネスコスクール交流会と本学主催のユネスコスクール指導者研修会を合同で開催し、

県内の教員に向けて効果的な情報提供や事例紹介を展開している。 

愛知県のユネスコスクール支援事業に本学の教員が講師として協力している。 

本学の教員や学生が ESD/SDGsに関する教材や指導法のワークショップを展開している。 

② 研修会やワークショップを地域のユネス

コスクールと協働して開催することがで

きた。 

 

愛知県のユネスコスクール交流会と本学主催のユネスコスクール指導者研修会を合同で開催し、

県内の教員に向けて効果的な情報提供や事例紹介を展開している。 

愛知県のユネスコスクール支援事業に、本学の教員が講師として協力している。 

本学の教員や学生が、ESD/SDGsに関する教材や指導法のワークショップを展開している。 

③ 大学の資源を活用して、地域のユネスコ

スクールと協働で教材やモデルプロジェ

クトを開発することができた。 

企業と連携し本学教員が ESD/SDGs に関する教材を開発中であり、開発中の教材については地

域のユネスコスクールに協力を仰ぎ、試行実験を行いながら作成することとしている。 

3. 地域の教育機関とユ

ネスコスクールとの

連携を促進します 

① 地域のステークホルダーにユネスコスク

ールの存在や意義について広く知らせる

ことができた。 

 

愛知県教育委員会主催によるユネスコスクール支援会議の一員として、学校、企業、関連団体と

情報共有を行っている。 

愛知県が開催した SDGsに関するイベントで、生物多様性教材、SDGs教育プログラムを紹介す

るブース出展をするなど普及啓発につとめた。 

② ユネスコスクールと地域の多様なステー Aichi SDGs EXPOにて開催されるユネスコスクール交流会に参加する学校に、エキスポに出展
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クホルダーとを結びつけることができ

た。 

 

する自治体、企業とのマッチングなどの支援を行っている。 

③ ユネスコスクールに関連した地域教育委

員会との連携や地域における大学間の連

携を促進することができた。 

愛知県教育委員会主催によるユネスコスクール支援会議の一員として、学校、企業、関連団体と

情報共有を行っている。 

小牧市教育委員会が推進する小牧市小・中学校の SDGs活動へ本学教員が指導・支援協力を行っ

ている。 

4. 国内外のユネスコス

クールとのネットワ

ークづくりを支援し

ます 

① 地域をこえた国内外の多様なステークホ

ルダーにユネスコスクールの存在や意義

について知らせることができた 

ユネスコスクール指導者研修会にて県外のユネスコスクールによる事例紹介を行うと同時に、県

外のスクールに愛知県の活動事例を紹介した。 

② 地域をこえた国内外のユネスコスクール

と協働で活動することができた。 

 

ユネスコスクール指導者研修会にて県外のユネスコスクールを招聘し、県外の事例紹介を行うと

同時に、県外のスクールにも活動事例を紹介した。 

③ ユネスコスクールがグローバルな活動す

ることについてそれを支援することがで

きた。（例：ユネスコスクールの国境を越

えた交流、海外とのオンライン交流、海外

のプロジェクトへの参加など） 

特になし（各地域のコーディネーターや教育委員が独自に支援などを行っており、定着化してい

るため、本学に対する支援要望などはなかった。） 

5. 大学内の活動 

 

① 大学内でユネスコスクールの存在や意義

について広く知らせることができた。 

 

本学の教員が実施する講義において、本学のユネスコスクール活動などの紹介や、県内における

ユネスコスクールの状況について周知している。 

② 学部大学院の教育課程でユネスコスクー

ルにかかわる教育を行うことができた。 

 

学部講義においては、人権、民主主義の理解と促進や異文化理解、環境教育、ESD、地域の文化

遺産や防災・減災教育を扱った授業を行っている。 

③ 調査研究活動でユネスコスクールに関連

した調査研究を行うことができた。 

 

ユネスコスクール担当教員の専門性がユネスコスクールに特化したものではないため、ユネスコ

スクールに限定した調査研究活動は行っていない。 

④ その他 

 

 

 

愛知県内で行われているユネスコスクール校での ESD 発表や授業公開などに積極的に参加し、

本学の状況などを紹介している。 
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6. ASPUnivNet のネッ

トワーク機能の活用 

① 加盟大学間で情報共有ができた。 

 

 

 

東海エリアの中部大学や三重大学のユネスコスクール担当者と相互に情報交換を適宜行ってい

る。 

 

② 加盟大学間で連携した取組ができた。 

 

 

ユネスコスクール指導者研修会にて県外のユネスコスクールを招聘する際には、加盟大学間で相

談をし、実践発表校の選定を行った。 

 

③ その他 

 

 

 

 

 


